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Ⅱ 主な年間活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

●運営に関する会（総会）・講演会の開催  

令和７年５月１0 日(土)  

於 練馬区立開進第二中学校 セミナーハウス（松山館）  

・指導改善に向けた大学教授等による講演会 

    演題 「全国学力学習状況調査の効果的な活用」 

講師 共栄大学教育学部 教授 島内 啓介 先生 

●数学指導技術向上研修会 

  昨年度まで８月に開催していた、本研究会と東京都教職員研修セン

ターとの連携研修は、関東甲信静数学教育研究静岡（富士）大会が同

時期に開催されることと研修内容が変更になったため中止となった。

そのため形式を変え、２月の研究発表大会時に実施する予定である。 

●研究部委員長研修会の開催 

 第１回 令和７年６月１9 日（木）  於 新宿区立西早稲田中学校 

 第２回 令和７年１０月１7 日（金） 於 新宿区立西早稲田中学校 

 

 

研究主題 中学校学習指導要領の趣旨・内容を踏まえた指導の改善 

〇都内公立中学校の数学科教員をもって構成する数学教育研究会。 

〇中学校数学教育の向上を図ることを目的とし、会長のもと会員相互の自

主と協調のもとに、以下の 5 部会・8 委員会を組織し、数学教育全般に

わたる研究活動を実施。（本年度、指導法委員会は活動休止） 

 ５ 部 会  庶務部・研究部・調査部・広報部・会計部 

 8 委員会  研究部内に、数式委員会・教育課程委員会・指導法委員会 

図形委員会・確率統計委員会・評価委員会・導入法委員会・関数委員会 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

●研究大会への参加  

・第 107 回全国算数・数学教育研究（石川）大会 

令和７年８月８日(金)    【教育課程委員会・関数委員会】 

・第８０回関東甲信静数学教育研究静岡（富士）大会 

 令和７年８月２０日(水)  

【確率統計委員会・導入法委員会・図形委員会】 

●第 6３回研究発表大会の開催（予定） 

令和８年２月１4 日(土)13:２0～  於 新宿区立西早稲田中学校 

 ・指導改善に向けた大学教授等による講演会 

   演題 「『データの活用』領域の教材開発と授業づくり」 

講師 都留文科大学教育学部 教授 新井 仁 先生 

・領域等における指導改善の実践と研究成果の発表 

【調査部及び、研究部７委員会】 
  《各委員会及び、調査部の発表テーマ》 

教育課程 「主体的・対話的で深い学びを追究した授業づくり」 

確率統計 「じゃんけんを題材としたデータ活用領域の授業提案」 

導入法 「負の数が導入されたことで、グラフはどう変わるか」 

についての指導法の提案 

図 形 「生徒が主体的に取り組む図形の論証指導」 

関 数 「1 次関数の値の変化の割合の指導 」 

～中高一貫とした指導の研究～ 

評 価 「学習指導要領における評価の在り方について (８)」 

～ルーブリックを用いたインタビュー形式での評価の試行(３)～ 

数 式 「主体性を育てる指導の工夫」 

調査部 「数学教育推進にかかわる実態調査」の結果の分析と報告 

●その他の活動 

 ・講演会、研究部活動、地区活動の報告をまとめた会報誌および、 

研究発表集録の発行              【広報部】 

・都内公立全中学校対象「数学教育推進にかかわる実態調査」の 

実施および、結果の分析と報告             【調査部】 
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Ⅲ 第６２回研究発表大会について（報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

＜令和７年度連絡先＞ 

団体名 東京都中学校数学教育研究会 

代表者 

所属 文京区立第十中学校 

職 氏名 校長 南 英昭 

連絡先 ０３－３９４４－０３７１ 

事務局 

所属 清瀬市立清瀬第三中学校 

職 氏名 校長 井上 隆 

連絡先 ０４２－４９３－６３１３ 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 

https://sites.google.com/v

iew/tochusu/ 

 

 

【教育課程委員会】 

 1 年次の反比例のグラフの指導について、２つの指導案を作成し

授業実践を行った。いずれも紙面とデジタルを併用させたことで、

生徒の自由な発想を引き出し、主体的な学習と生徒自らが問題を見

出したことによる自然な対話につながった。 

【確率統計委員会】 

 統計的探求プロセスの１つである PPDCA サイクルを活用するた

めの授業実践を行った。身近な題材を扱ったことで、生徒自らが課

題解決のために必要なデータを収集・分析し、新たな課題を発見し

ながら知識や技能、考え方の習得につながった。 

【導入法委員会】 

 生徒が「証明の根拠となることがら」と「証明することがら」を

分類する操作を、単元を通して繰り返し行うことで、証明のしくみ

を理解させることをねらいとする指導法の提案がなされた。検証授

業では一人１台端末の効果的な活用についても報告された。 

【図形委員会】 

 自ら課題を発見し、粘り強く取り組み、探究しようとする生徒の

育成に向けた証明指導の実践例が報告された。フローチャートを作

成しながら、生徒が問題把握のために図を描き、解決の糸口を発見

する活動を取り入れることで見通しをもつことにつながった。 

【関数委員会】 

  １次関数における変化の割合の指導と評価について、具体的な実

践例を挙げながら２本発表した。関数の利用に関する指導法や研究

を重ねてきた評価問題の分析を通したさまざまな提案等、今後も教

材開発や追跡調査を進めていくことが報告された。 

【評価委員会】 

 ワークシートへの記入が難しい生徒の評価方法として、ルーブリッ

ク（評価基準表）を用いたインタビューによる評価の試行について、

図形領域での実践例が報告された。研究 2 年目となるためインタビ

ューをする生徒の選定に焦点をあてたことで一定の成果が見られた。 

【数式委員会】 

 「主体性を育てる指導の工夫」として、自ら考えを表現できる生徒

の育成を目指した授業実践の報告がなされた。表現と解釈の双方を重

視しながら数学的な表現の習得や表現することの意義を理解させるこ

とで、生徒の主体性を引き出すことにつながった。 

 


